










要旨:母乳栄養をすすめることが栄養学的、免疫学的、心理学的意味で重要なことは言う

までもないが 1)、その積極的な推進のために、母乳育児をすすめるための 10 箇条(1989

年、WHO/UNICEF)が世界的に展開されている 2)。母乳の様々な利点を通してこれをどの時

期で断つことが望ましいのか、いわゆる断乳(卒乳)の時期を決定する確たる理論的根拠は

見当たらないし、至難な課題である。

この研究では 1)十分な栄養が備わらなくなる時期で考える、いわゆる栄養学的断乳と 2)

心理学的な意味でいう、いわゆる乳離れ(卒乳)の考えで断乳(卒乳)の時期は決定されるこ

とであり、その早い遅いの判断は必要なく、それぞれの母と子の問題・ニーズに委ねるこ

とで十分であると結論した。


